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患者氏名：           

ＩＤ番号：          

検 査 日：   年   月   日 

 

       病院 皮膚科 

医師           

 

ジャパニーズスタンダードシリーズのパッチテスト結果を説明します。 

 

あなたが陽性のアレルゲンは以下のうち✓を付けたものです。良く読んで接触

を避けるようにしてください。不明な点は主治医に質問してください。 

 

  1. Cobalt chloride ：塩化コバルト 1%pet 

  2. PPD black rubber mix（PPD ブラックラバーミックス）0.6%pet 

  3. Gold sodium thiosulfate：金チオ硫酸ナトリウム 0.5％pet. 

  4. Thiuram mix (チウラムミックス)1.25%pet.  

  5. Nickel sulfate：硫酸ニッケル 2.5%pet. 

  6. Mercapto mix（メルカプトミックス）2%pet. 

  7. Dithiocarbamate mix（ジチオカーバメイトミックス） 2%pet.  

  8. Caine mix (カインミックス)7% pet 

  9. Fradiomycin sulfate（硫酸フラジオマイシン）20%pet 

 10. Balsam of Peru（バルサムオブペルー）25%pet 

 11. Rosin（ロジン）20%pet 

 12. Fragrance mix（フレグランスミックス）8%pet 

 13. Paraben mix（パラベンミックス）15%pet 

 14. p-Phenylene diamine （パラフェニレンジアミン）1%pet 

 15. Lanolin alcohol （ラノリンアルコール）30%pet 

 16. p-tertiary-Butylphenol formaledehyde resin 1%pet 

（パラターシャリーブチルフェノールホルムアルデヒドレジン） 

 17. Epoxy resin（エポキシレジン） 1%pet 

 18. Primin（プリミン）0.01%pet 

 19. Urushiol（ウルシオール） 0.02%pet  

 20. Sesquiterpene lactone mix 0.1%pet 

（セスキテルペンラクトンミックス） 

 21. Potassium dichromate（重クロム酸カリウム）0.5% aq 

 22. Thimerosal（チメロサール）0.05%aq 

 23. Formaldehyde（ホルムアルデヒド）1%aq 

 24. Kathon CG（ケーソン CG）0.01%aq 

 25. Mercuric chloride：塩化第二水銀 0.05%aq 
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日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会 
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．Cobalt chloride ：塩化コバルト 1%pet 

種類：金属

用途：合金として多く使用される. 

メッキ製品（ニッケルメッキのものには大体含まれる）、歯科金属、セメント 

染毛剤、印刷インキ、ビタミン B12 製剤（メチコバール）、接着剤、色素、絵の

具、クレヨン、陶磁器、エナメル、粘土、ポリエステル系プラスチックなど。 

備考：コバルトブルー（アルミン酸コバルトが主成分）は青色顔料、コバルト

グリーン（亜鉛とコバルトの複合産物など）は緑色顔料として、刺青、絵の具

や陶磁器などに使用される。 

塩化コバルト（Ⅱ）はシリカゲルに混ぜて湿気の吸収具合を色の変化で示す指

示薬として使用されている。 

 

 

．PPD black rubber mix（PPD ブラックラバーミックス）0.6%pet 

種類：老化防止剤 

用途：黒いゴム製品の老化防止剤として含まれる。タイヤ、部品、ビューラー

のゴムなど黒または灰色のゴム製品：黒いゴムのブーツ、手袋、靴底、イヤホ

ーン、ステッキの柄、ウィンドサーフィンボード、サポートストッキング、タ

イヤ、チューブ、エスカレーターの手すりなど。 

含まれるアレルゲン： 

 N-1,3-dimetylbutyl-N’-phenyl-p-phenylenediamine   

(DMBPPD) 0.25%pet, 

 N-N’-diphenyl-p-phenylenediamine (DPPD) 0.25%pet,  

 N-isopropyl-N’-phenyl-p-phenylenediamine (IPPD) 0.1%pet

  

備考；ヘアダイの成分であるパラフェニレンジアミン（PPD）と交差反応を生じ

ることがあるため、この成分に陽性の場合にはヘアダイにも注意する。 

 

 

．Gold sodium thiosulfate：金チオ硫酸ナトリウム 0.5％pet. 

種類：金属 

用途：貴金属、ピアス、歯冠、など。金の有機化合物は抗リウマチ薬の１つ。 
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備考：金の純度は 24 分率で示されるため、18K(18 金)は全体の 75%（18/24）が

金で構成され、24K(24 金)は全体の 99.99%が金で構成されることを意味する。 

18 金の場合には、残り 25%が銀と銅で構成されるものをイエローゴールド、銀

のみで構成されるものをグリーンゴールド、残りが銅のみで構成されるものを

ピンクゴールドと呼ぶ。ホワイトゴールドは、残りの 25%をニッケル、銅、亜鉛

で構成されるものと、パラジウム、銀、銅で構成されるものがある。 

 

 

．Thiuram mix (チウラムミックス)1.25%pet.  

種類：加硫促進剤 

用途：ゴム製品の製造工程で使用される加硫促進剤の 1つ 

ゴム製品（手袋、長靴、水泳用具、下着、パテ、タイヤ、チューブ、コンドー

ム、化粧用パフ、化粧用綿棒、パフ、睫毛用ビューラーなど）、殺菌消毒薬、農

業用殺虫薬、接着剤、石鹸、駆血帯、アルコール中毒症治療薬、ペッサリー、

腎透析装置など。 

含まれるアレルゲン： 

 tetramethylthiuram disulfide (TMTD) 0.25%pet,  

 tetraethylthiuram disulfide (TETD) 0.25%pet,   

 tetramethylthiuram monosulfide (TMTM) 0.25%pet,  

 tetrabutylthiuram disulfide (TBTD) 0.25%pet,  

 dipentamethylenethiuram tetrasulfide (DPTT) 0.25%pet. 

備考：チウラム系加硫促進剤で熱加硫されたゴム製品には、チウラム系化合物

は熱分解されてしまい、ジチオカーバメイト系化合物が残存していることが確

認されている。そのため、チウラム mix、ジチオカーバメイト mix を一緒にパ

ッチテストすることが推奨される。 

 

 

．Nickel sulfate：硫酸ニッケル 2.5%pet. 

種類：金属 

用途：合金として多く使用される 

ニッケル合金製品（18 金でもニッケルを含むことがある）、ニッケル硬貨（50

円、100 円、500 円硬貨）、歯科金属、ステンレス製品、ステンレス製医療機器

（プレート、ペースメーカー、人工弁、人工骨、注射針など）、陶磁器、磁石、

塗料、ガラス、エナメル、形状記憶合金（チタンとニッケルの 1:1 合金）など。 

備考：ニッケルを多く含む食品：缶詰、牡蠣、緑黄色野菜、ココア、チョコレ

ート、蕎麦、海苔、オートミール、紅茶、ナッツ類、豆類など 

50 円、100 円硬貨は銅とニッケルの合金で、500 円硬貨は銅と亜鉛とニッケルの

合金である。 
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．Mercapto mix（メルカプトミックス）2%pet.： 

種類：加硫促進剤 

用途：ゴム製品の製造工程で使用される加硫促進剤の 1つ 

ゴム靴（スニーカー、テニスシューズなど）、革靴（接着裏地、敷革）、ゴム手

袋、下着（ブラジャー、ガードル）、タイヤ、チューブ、ゴム製おもちゃ、ゴム

風船、接着剤、洗剤、殺菌薬、工業用製品：切削油、不凍剤、潤滑剤、腐食防

止剤、セメント、獣医用ノミ・ダニスプレーとパウダー、コンドーム、ペッサ

リー、腎透析装置など 

含まれるアレルゲン： 

  cyclohexylbenzothiazyl sulfenamide0.5%pet,  

 dibenzothiazyl disulfate0.5%pet,  

 mercaptobenzothiazole 0.5%pet,   

 morpholinothiobenzothiazole0.5%pet 

備考：メルカプト系加硫促進剤で熱加硫されたゴム製品には、当初配合された

メルカプト系化合物は熱分解されてしまい、メルカプトベンゾチアゾール、あ

るいはそのジスルフィド体であるジベンゾチアジルジスルフィドが残存してい

ることが確認されている。そのため、メルカプト系化合物による感作（交差感

作も含め）を確認するためには、メルカプト mix をパッチテストすることが推

奨される。 

 

 

7. Dithiocarbamate mix（ジチオカーバメイトミックス） 2%pet.  

種類：加硫促進剤 

用途：ゴム製品の製造工程で使用される加硫促進剤の 1つ 

含まれるアレルゲン： 

 zinc dimethyldithiocarbamate 0.5%pet,  

 zinc diethyldithiocarbamate0.5%pet,  

 zinc dibutyldithiocarbamate 0.5%pet,  

 zinc ethylphenyldithiocarbamate 0.5%pet 

備考： ジチオカーバメイト系化合物よりも、チウラム系化合物のほうがパッチ

テスト陽性率が高いため、チウラムージチオカーバメイト系化合物による感作

（交差感作も含め）を確認するためには、ジチオカーバメイト mix、チウラム

mix を一緒にパッチテストすることが推奨される。 

 

 

8．Caine mix (カインミックス)7% pet； 

種類：局所麻酔 

用途：局所麻酔薬、市販の痒み止め外用剤、市販抗真菌外用剤などに含まれる 

含まれるアレルゲン： 
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    dibucaine hydrochloride（塩酸ジブカイン）1%pet,  

    procaine hydrochloride（塩酸プロカイン）1%pet,  

    ethyl aminobenzoate （エチルアミノベンゾエイト；別名ベンゾカイン）

5%pet 

 

 

9．Fradiomycin sulfate（硫酸フラジオマイシン）20%pet 

 (別名：Neomycin sulfate；硫酸ネオマイシン) 

種類：抗生剤 

用途：外用薬として多く使用される抗生剤。 

リンデロン A軟膏、ネオメドロール EE、バラマイシン軟膏、ソフラチュｰル、ク

ロマイ P軟膏などに含まれる。 

備考：ゲンタマイシンやカナマイシンと交差反応を呈する。 

同じアミドグリコシド系抗菌薬のストレプトマイシン、カナマイシン、エリス

ロマイシンを少量配合しているワクチン（MR ワクチン、水痘ワクチンなど）も

ある。 

 

 

10. Balsam of Peru（バルサムオブペルー）25%pet 

別名：ペルーバルサム 

種類：香料、防腐剤 

用途：香料として用いられるほか、防腐剤としても使用される 

化粧品、医療用外用剤、座薬、歯科材料、陶器、塗料、ソフトドリンク、絆創

膏など。 

備考：マメ科の樹木から得られる樹脂である。シナモン、クローブ、オイゲノ

ールなどと交差反応する。 

 

 

11. Rosin（ロジン）20%pet 

別名：Colophony(コロフォニー) 

種類：天然樹脂 

用途：インキ、塗料、接着剤、滑り止め（野球のロジンバッグ、バイオリンな

ど弦楽器の弓への塗布など）、医薬品（湿布薬、テープなど）、ガム、香料、ダ

ンスシューズの滑り止め、マスカラ、除毛ワックスなど。 

粘着性があるのでそれを利用して下記のものにも使用される。 

・ 接着剤、テープ、光沢のある紙、ハエ取り紙、磨き粉、絵の具、インク 

備考：Balsam of Peru と交差反応を呈することがある。 

マツ科の植物の樹液である松脂を蒸留して得られる天然樹脂。 
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12. Fragrance mix（フレグランスミックス）8%pet 

種類：香料 

用途：香料として使用される。 

・ シナモンを含むガム、アメなど、メントールのタバコ、シャンプー、リンス 

・ 香料を含んだ化粧品、石鹸、香水、オーデコロンなど、線香、お香 

・ 食品：アイスクリーム、ガム、アメ、パン、蕎麦、コーラ、マッシュルーム、

ナツメグ、黒胡椒、ローレル、ペパーミント、ウィスキーブランデー 

・ レモンやグレープフルーツの皮 

・ 歯科用材料、セメント、固定糊 

・ 医薬品にも香料を含むものがある。 

含まれるアレルゲン： 

 α-amylcinnamic aldehyde1%pet（ｱﾙﾌｧｱﾐﾉｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）  

 cinnnamic alehyde1%pet（ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）  

 cinnnamic alcohol1%pet,（ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ） 

 eugenol 1%pet （ｵｲｹﾞﾉｰﾙ）,  

       geraniol(s)1%pet(ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ）  

 hydroxycitronellal1%pet（ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ） 

 isoeugenol1%pet（ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ） 

 sandalwood oil 1%pet.（ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞｵｲﾙ） 

 

 

13. Paraben mix（パラベンミックス）15%pet 

種類：防腐剤 

用途：食品や外用剤、化粧品などに幅広く使用されている 

含まれるアレルゲン： 

benzyl paraben 3%pet（ベンジルパラベン：パラオキシ安息香酸ベンジル） 

butyl paraben 3%pet（ブチルパラベン：パラオキシ安息香酸ブチル） 

ethyl paraben 3%pet（エチルパラベン：パラオキシ安息香酸エチル） 

methyl paraben 3%pet（メチルパラベン：パラオキシ安息香酸メチル） 

propyl paraben 3%pet （プロピルパラベン：パラオキシ安息香酸プロピル） 

 

 

14. p-Phenylene diamine （パラフェニレンジアミン）1%pet 

種類：黒色の染料 

用途：毛染め剤の成分として使用される 

備考：パラアミノ化合物と交差反応する。例：PPD ブラックラバーミックス、プ

ロカイン、パラトルエンジアミン、パラアミノフェノールなど。 

植物性染料の「ヘナ」と呼ばれるヘアダイやヘナタトゥにもパラフェニレンジ

アミンが含有されていることがあり、注意が必要。 
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パラフェニレンジアミンによるアレルギーは遅延型の接触皮膚炎だけではなく、

蕁麻疹、アナフィラキシーなどの即時型反応を生じることがある。 

 

 

15. Lanolin alcohol （ラノリンアルコール）30%pet 種類：乳化安定剤、結合

剤 

用途：乳化安定剤、結合剤などとして化粧品や外用剤などに含まれる。 

化粧品のクリームや乳液など、外用剤、家具の艶出し、金属の錆止め、切削油

の乳化剤、ワックスなど。 

備考：羊毛を刈り取ってウールに仕上げるときの副産物として得られるラノリ

ンを加水分解して得られる高級アルコールとコレルステロールなどの脂肪族ア

ルコールからなる 

 

 

16. p-tertiary-Butylphenol formaledehyde resin 1%pet 

（パラターシャリーブチルフェノールホルムアルデヒドレジン） 

種類：合成樹脂 

用途：主にクロロプレン系接着剤の接着力強化のために配合される。ゴム、革

製品の接着に優れ、車の密閉剤としても使用される。 

ゴムや靴、ハンドバック、時計のベルトの接着部分、テーピングテープ、ウエ

ットスーツ、膝装具の接着部分、複写紙、プラスチック製品、マーカーペン、

プラスチック製爪（人工爪）の接着、ベニヤ板絶縁体、車のオイル、消毒剤、

脱臭剤、殺虫剤など。 

備考：p-t-butylphenol を過剰のホルムアルデヒドと塩基性下で反応して合成さ

れる。 

 

 

17. Epoxy resin（エポキシレジン） 1%pet 

種類：合成樹脂 

用途：すぐれた電気絶縁性をもつため、電子回路の基板や IC パッケージの封入

剤として使用される。 

自動車や家庭用電化製品の塗料や接着剤、床などとして使用される 

備考：熱硬化性合成樹脂で、ビスフェノール A 型、ビスフェノール F 型がある。 

 

 

18. Primin（プリミン）0.01%pet 

種類：植物 

用途：さくら草による接触皮膚炎の原因物質 
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備考：原因となるさくら草は Primula obconica（プリムラオブコニカ）が多い

が他の Primula 属でも皮膚炎を生じる。Airborn contact dermatitis を生じる

こともある。 

 

 

19. Urushiol（ウルシオール） 0.02%pet  

種類：植物 

用途：ウルシ科の多くの植物（ウルシ、ヤマウルシ、ツタウルシ、ヌルゼ、ハ

ゼノキ）、漆塗り、焼き物を修復する金継ぎ（きんつぎ）の接着剤 

備考：カシューナッツの殻やマンゴーの果実の皮にも認められる。 

イチョウ、銀杏と交差反応あり。日本人の約 10%がこの物質に陽性です。 

漆塗りの漆器は十分乾いていないとかぶれますが、十分樹脂が乾燥していれば

大丈夫です 

 

 

20. Sesquiterpene lactone mix （セスキテルペンラクトンミックス）0.1%pet 

種類：キク科植物 

含まれるアレルゲン： 

alantolactone 0.033%, 

dehydrocostus lactone 0.033%,  

costunolide 0.033% 

備考：キク科植物は多種あり、ヨモギ、カモミール、マーガレット、ひまわり、

レタスもキク科植物である。 

  

 

21. Potassium dichromate（重クロム酸カリウム）0.5% aq 

種類：金属 

用途：合金として使用される。皮革製品（革靴、ソファなど）、セメント、イン

ク：ボールペン、印刷インクなど、クロムメッキ製品、マッチの軸木、黄色ペ

ンキ、緑色衣料、緑色ネル生地、ゴム、ガラス、トタン、防錆剤、毛皮処理剤

など。 

備考:ステンレス鋼は鉄とニッケルと 10.5%以上のクロムを含むものをいう 

 

 

22．Thimerosal（チメロサール）0.05%aq 種類；防腐剤（殺菌作用のある水銀化

合物） 

用途：化粧品やワクチンの防腐剤として使用されている 

（ワクチンへの添加は最近では減量、無添加方向）この物質は殺菌剤、抗真菌

剤、防腐剤に含まれる。 
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薬剤・化粧品・ワクチンの防腐剤としても使用される。 

備考：チメロサールに陽性である場合には、解熱・鎮痛薬であるピロキシカム

（商品名：バキソ、フェルデン）にも過敏症を生じる可能性があるので、注意

が必要。 

 

 

23. Formaldehyde（ホルムアルデヒド）1%aq 

種類：防腐剤 

用途：防腐剤、接着剤、塗料などとして使用される。 

建材にも使用され、建材から空気中に放出されることがある。 

低濃度の水溶液は消毒薬としても使用され、歯根管治療でホルムアルデヒドの

重合体であるパラホルムアルデヒドを含む製剤を詰められると数時間後に蕁麻

疹・アナフィラキシーを生じることがある。ワクチンにも少量配合されること

がある（3種混合ワクチン、破傷風トキソイド）。合板家具、壁紙、接着剤、衣

料品仕上げ剤、抗カビ剤、メラミン樹脂、タンニン加工、フェノール、外国製

化粧品（日本国内で製造された化粧品には含まれない）、鋳物工場で発生するガ

スなど。 

備考：衣服に含まれることもあるが、洗浄することによりなくなる。 

 

 

24. Kathon CG（ケーソン CG）0.01%aq 

別名：chloromethylisothiazolinone(クロロメチルイソチアゾリノン)＋

methlisothiazolinone(メチルイソチアゾリノン) 

（外国製化粧品の成分に chloromethylisotiazolinone＋methlisothiazolinone

と記載されている場合には、この物質を含む。） 

種類：防腐剤（イソチアゾリノン系抗菌剤） 

用途：海外では化粧品に防腐剤として使用されるが、日本ではリンスオフ（洗

い流す）化粧品のみに 15ppm まで使用が許可されている。 

・ 洗い流すタイプのシャンプー、リンス、切削油 

・ 工業用殺菌防腐剤 

・ 外国製化粧品（日本国内で製造された洗い流さないタイプの化粧品には含ま

れない。） 

備考：冷却ジェル寝具、冷感タオルによるアレルギー性接触皮膚炎事例では、

防腐剤として使用されているイソチアゾリノン系化合物の.ケーソン CG ととも

に、ケーソン 893（octylisothiazolinone、オクチルイソチアゾリノン）も原因

物質となっており、注意が必要。 
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25. Mercuric chloride：塩化第二水銀 0.05%aq 

種類：金属 

用途：水銀血圧計、水銀体温計などとして使用される。 

銀・スズ・銅などとのアマルガムとして歯科治療に使用されていたが 

最近はほとんど歯科治療では使用されない。 

消毒薬としても使用されていたが最近は使用されない。 

乾電池、染料、防腐剤、殺菌剤、殺虫剤、木材保存剤、帽子製造 

医薬品：赤チン、毛髪の強壮剤、頭皮の治療薬など 

備考：水銀は常温、常圧で凝固せず、20℃で気化し、水銀皮膚炎の原因となる 

 

  

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


